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～四つのテスト～
１．真実かどうか
２．みんなに公平か
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか

言行はこれに照らしてから行うべし

2015年6月23日（火）

今年度第43回（通算79回）例会

＜イニシエーションスピーチ＞
プルデンシャル生命保険株式会社

コンサルティング・ライフプランナー

愛宕RC青少年奉仕委員長

島津秀隆 会員

■2015年6月16日 会長挨拶

会長 尾関勇

御縁とは不思議なものでございまして、今日卓話を頂
きヒューマン・ライツ・ウォッチの土井さんとは初めて
お会いするのですが、お子さんが通われている保育園が
家の近くにあり、同じ保育園に子供を預けていたますみ
さんがOG・OBも参加できる春の卒園会に参加した際、お
会いされたということです。ますみさんのお子さんも何
度か例会に参加されていますが、私どもの子どもたち
も、人権や難民に非常に敏感になっております。私の息
子も先日アメリカの高校を卒業させていただき、校長先
生のお話でも強く仰っていました。その中で活躍をされ
ている土井さんに朝早くからお越しいただきました。実
は難民・移民支援のことは、アメリカのシアトルRCと事
業をスタートし、私達のテーマの一つであります。RIが
定めている6つの重点分野の一つであり、改めて皆様方
も意識をしていただきたいと思います。

■土屋武士さん 入会式

ヒューマン・ライツ・ウォッチ日本の代表をしておりま
す弁護士の土井でございます。自分の職業を聞かれます
と人権活動家と答えるようにしております。始めたのが7
年前程、その前に弁護士として活動しておりました折に
は、難民の弁護等もさせて頂いておりました。私どもの
団体を紹介させていただきますと、約40年前、アメリカ
NYにて設立、1997年には対人地雷の禁止をする条約を設
立するキャンペーンのリーダーだったため、ノーベル賞
じを受賞させて頂きました。400名のスタッフが世界中90
か国で展開しております。年間150冊程、人権の調査報告
を出しております。人権と言いますと幅広くなります
が、私どもが主に力を入れているので17種類、さらに
様々な分野を90か国で調査をしています。今回は難民を
テーマにお話させていただきます。
ヒューマン・ウォッチは解決する難民問題にしろ、紛

争が起きた地域でも活動します。人権を解決する手法
は、まずは「調べる」ことです。人権問題は何が起きて
いるのかそもそも知られていません。人権の侵害されて
いる実態が知られていないので、解決策の模索もありま
せん。正確な事実を調べ、次に何が起こっているのか
「知らせる」こととなります。こういった報告書で90か
国の国内、そして世界のメディアにも情報を発信するこ
とで、世界的に国内でこのようなことを解決すべきとい
う世論を作り出すのが2番目の段階です。3番目は、その
世論を使いながら、問題を解決する力を持っている方、
多くの場合には政策を決定する方々に向けてこうする

■6月16日のプログラム

＜卓話＞
国際人権NGO

ヒューマン・ライツ・ウォッチ

日本代表 弁護士 土井香苗様

第30番目の会員になります。日本を代表するレーシング
ドライバーであり、チームオーナーでもあります。

先日のパーティーで、黄さんの研究内容を皆さんに
も見て頂きましたが、台湾の米山の冊子に黄さんのこ
とが大きく紹介されています。皆さんに1冊ずつあり
ますので、ご覧下さい。毎週例会に参加され、どんど
ん日本語も上達されました。黄さんからは、鉄道のイ
ンフラが先進国では非常に大事であり、日本の技術の
優秀さがこれからのアジアでは欠かせないことを、黄
さんが大変な重責を担っていると知りました。
来月から石渡・若山体制になりますが、本日は次年

度のガバナー補佐始め、4名の方にお越しいただいて
います。私ともが1年でどれだけ成長できたのかわか
りませんが、今後とも、叱咤激励を頂きながら進んで
いきたいと思います。



6月・7月のプログラム

○6/30（火）卓話：舟木いさ子様（RI第2750地区2013-14年度パストガバナー、東京愛宕RC特別代表）

●7/ 7（火）18:30～21:30 2015-16年度方針懇話会＠未定 ＜7：45～8：15 メーキャップ対応あり＞
○7/14（火）8:00～10:00 2015-16年度山の手東グループ加藤書久ガバナー補佐公式訪問・クラブ協議会
○7/21（火）イニシエーションスピーチ：調整中のため未定
○7/28（火）卓話：Leo Sakai（レオ・サカイ）様（NPO法人Pursue Your Dream Foundation 創業者）
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◇前回のニコニコBOX◆ ￥20,500 累計総額 ￥417,494

・土井様、本日は卓話を楽しみにしております。土井さまと尾関会長と知り合うきっかけを与えてくれた「青い保育
園」に感謝です!!（佐藤ますみ）・いよいよ今年度プログラムもあと3回!本日は土井様宜しくお願いします。（若山）・

本日、外部卓話が本年度ラストです。土井さんありがとうございます。（尾関）・副会長の波多野まみさんが国際青
年会議所のアジアNo.1の椅子に一昨日座りました。他団体でも活躍している波多野さんに、ご支援をお願い致しま

す。（片山）・土井様、今日の卓話よろしくお願いします。（塩沢）・無事に皆さんの仲間になることができました。これ
から宜しくお願いします。（土屋）・加藤ガバナー補佐、澤野グループ幹事、波多野さん、本日はようこそおいで下さ
いました。いよいよあと・・・日、今日もタクトを振り抜きます!（石渡）・香港出張でメーキャップします。宜しくお願いし
ます。（東京西RC・岩城義親様）・次年度、よろしくお願いいたします。（次年度山の手東Gガバナー補佐・加藤書久
様、G幹事・澤野次郎様）・尾関会長、佐藤幹事、二年間お疲れ様でした。次年度石渡会長を筆頭に、皆様の益々
のご活躍を祈念致しております。（拡大補佐・波多野容子様）

◇◆ 出席報告 ◆◇
2015年6月16日 出席状況

・会員数 27名
・出席者 20名
・ビジター 1名
・ゲスト 18名

修正出席率

81.5%

≪目標出席率≫
本例会50% 修正100%

出席率内訳

当日出席数(20)

修正出席数(2)

欠席数(5)

18.5%

74.1%

7.4%

存知の通り、アラブの春での市民の抵抗運動から、内
戦になり、今の状況になっています。2千万人強の人
口の35%が国内の避難民、国外で難民になっているの
が18%と、言葉で表せないほどの危機に瀕しているの
ではないでしょうか。これだけシリア難民が生まれてい
る中で、世界の経済大国として何か行っていると思いたい
ところですが、主要な難民受け入れ国はトルコ、レバノン、
ヨルダンがほとんどです。日本は41人受け入れている状況
です。難民申請した人が61人、うち認定は3人だけでした。

日本の難民受け入れに関しては、わが国でやれることは
多くあると思っています。

べきという政策の提言（アドボカシー）をしていきま
す。調査とアドボカシーのセットで問題を解決してい
きます。本日のテーマである難民問題は、紛争・差
別・迫害に密着した困難な問題であります。イラク・
あるいは中央アフリカなどから人々が流れ出ていま
す、難民が発生する原因を各難民の流出状況によって
状況は異なりますが、やはり注目すべきはイラクでの
ISがイラク・シリアで台頭している裏では、シーア派
が少数派として迫害を受けたイラク政府に対する怒り
の中で、ISが生まれてきているという背景がありま
す。そういったものに注目して頂くと共に、世界の
リーダーたちには問題の根本を断ち切って頂きたい、
さもないとこういった問題の解決はなく、難民の流出
も終わることはないと思っております。
世界的に、難民は保護するという条約があります。

条約上、どういった理由で逃げてきた難民を保護する
ことになっているかというと、人種・宗教・国籍・政
治的意見等を理由に迫害をされている人達を時刻に受
け入れましょうという人たちが難民として保護される
人たちです。国連によると、2013年は約5千万人もい
ます。この5年間で、難民発生国1位はシリアです。ご


